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2024 年３月「ＪＲ内房線」ダイヤ改正について 

本年３月 16日（土）にＪＲ内房線のダイヤが改正されます。 

 今回のダイヤ改正では、夕夜間帯に君津～上総湊駅間で運転本数が見直されるほか、運

転時刻が変更されます。また、京葉線と直通している通勤快速（6：56上総湊発京葉線経由

東京行き）は各駅停車に変更となり、朝時間帯に内房線から京葉線に直通する列車１本（6：

12君津発京葉線経由東京行き）は、ダイヤ改正後も引き続き快速として運転されます。 

詳細は、ＪＲ東日本ホームページ（https://www.jreast.co.jp）をご覧ください。 
 

【変更内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふっつし公共交通ニュース 

 

 

 

 



利用券を使ったタクシーの乗車は「相乗り利用」がおすすめです。 

 

運転免許証を持っていない高齢者等や自動車の運転が一時的に困難となる妊産婦を対象

に、タクシー利用時の運賃の一部を助成する「富津市タクシー運賃助成事業」は、令和元

年の事業開始以来、非常に多くの方にご利用いただいています。 

当事業では、１回の乗車につき利用券（１枚 500円）を１人２枚（1,000円分）まで使用

でき、複数の対象者が同乗した場合はそれぞれが１人２枚まで使用できます。１回の乗車

を登録者２人以上で乗り合う、いわゆる「相乗り」でタクシーを利用することで、自己負

担額を減らすことができます。本号では、相乗り利用でどのくらいお得に利用できるのか

お知らせします。 

 

例：タクシー運賃が３,０００円の場合 

 

●１人で利用した場合 

対象者１人につき使用可能な枚数は最大２枚なので、 

３,０００円-１,０００円＝２，０００円 

⇒自己負担額は２，０００円 

 

●２人で利用した場合 

対象者１人につき使用可能な枚数は最大２枚なので、 

３，０００円-（１,０００円×２人）＝１，０００円 

⇒自己負担額は１，０００円 

さらに、上記の金額は２人分の合計であるため、１人あたりの自己負担額は５００円（負

担額はお互いに相談）となる。 

 

１人で利用する場合と比べ、２人で利用しただけでも自己負担額に４倍もの差があると

いうことがわかります。そのため、利用券を使ってタクシーの利用は、登録者同士での相

乗り利用を強く推奨します。 

 

 

 

 

 

 

もちろん実際には、通院などでは予約の時間などもあると思います 

ので、毎回複数人で予定を合わせて利用することは現実的に難しい、 

という意見の方もいらっしゃると思います。 

買い物などで特に時間の指定がない目的で利用する場合などでは、２人で利用するだけ

でも１人あたりの自己負担額をかなり減らすことができます。ぜひ複数人での相乗り利用

を検討してみてはいかがでしょうか。 

 

 

毎回タクシーを利用する度に２人も集められないよ… 

 

  

  

 

 


